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社会課題からの未来    現在から2030年/2040年を予測して 

働き方改革 

生産性改革 

ヒトの補完 

完全自動化 

AI/ロボット
生活浸透 

2018年 

2020年 

2025年 

2028年 

2030年 

⇒人手不足・企業も本気で改革へ～電波：4G+WiFi 
  【前総務事務次官も産業界の改革支援へ】 

⇒大企業のSociety5.0対応～電波：5G+LPWA始動 
  （トヨタ自動車、ヤマト運輸、キヤノン等） 
     IoT工場＋RPAオフィス(Robotic Process Automation) 

⇒中小企業にもIoT工場とRPAオフィスが普及 
  自動宅配、介護ﾛﾎﾞ、災害ﾛﾎﾞ 
                                 ～電波： 5G+LPWA本格普及                                             

⇒農作業はじめ作業用ロボット実用化 
 ～電波： 5G+LPWA本格普及                                             

2030年代の社会課題 
⇒20％が75歳以上 
【私も75歳】 ⇒完全自動運転ﾄﾗｯｸ、自動翻訳 

  1家に1台ﾊﾟｰｿﾅﾙｱｼｽﾀﾝﾄﾛﾎﾞｯﾄ 
 ～電波： 6G+LPWA始動                                           

電波利用や電波利用環境 
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     社会課題  
 
●日本の国際競争力低迷                 
 
●人口減少 
 
●高齢化 
 
●労働人口減少 
 
●首都圏一極集中 
 
●エネルギー自給率の低迷 
 
●食料自給率の低迷 
 

      原因               
  ①イノベーション 
  ②産業構造の変化 
  に対応できていない 

対応その１（本質の究明）                 
 

  ①イノベーション 
  ②産業構造の変化 
に対応できていないことへの 

 対応その２（具体策）                 
 

  ①イノベーション 
  ②産業構造の変化 
  にどう対応するかの 

  現在から2030年/2040年を予測して 
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            対応その１（本質の究明）                 
 
 
①イノベーション   
 
 
 
 
 
 
 
②産業構造の変化 

インターネットの登場によって 
『テクノロジー』『デモクラシー』 
『メディア』『ディプロマシー』の 
イノベーションが継続的に 
起こっている 

インターネットの登場による 
イノベーションの結果 
『供給者側の論理』から 
『需要者側の論理』への 
構造変化が継続的に 
起こっている 
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パケット交換 
（1969年） 

Paul Baran 

TCP/IP 
（1982 年） 

Vint Cerf Bob Kahn 

Web 
（1989年） 

Tim Berners-Lee 

Block Chain 
（2008年～） 

Satoshi 
Nakamoto? 

対応その１（イノベーションの本質の究明）〔例１インターネット基盤テクノロジー〕                 



①記述言語：HTML 

②情報発信：Webサーバ ③情報受信：Webブラウザ 

④送受信プロトコル：HTTP 

request 

response 

(Internet Explorer, Firefox,etc.) (IIS, Apache,etc.) 

ワイヤレスと共に情報発信源によるネットビジネスの進化 

第1世代ポータル型 

 〔ｻｰﾋﾞｽ事業者〕 
第2世代ＳＮＳ型 

 〔利用者【ヒト】〕 

第3世代 ＩｏＴ型 

 〔機器【モノ】〕 

? 
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 対応その１（イノベーションの本質の究明）〔例2Webテクノロジー〕                 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3JvRPZ0X4JVpl8A9uyDTwx.;_ylu=X3oDMTFvYWNmdTZvBHBhdHQDcmljaARwb3MDMwRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=13nj7i7a0/EXP=1434708276/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=twitter%E3%83%AD%E3%82%B4


モノの接続が人間を超えた！   ﾎﾟｰﾀﾙ→SNS→IoT 

7 
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●コンピュータ・ネットワークにおけるインターネットの対比 
                 VS 
      金融システムにおけるビットコイン（FinTech） 
                 VS    
       情報管理におけるブロックチェーン 

中央集権型 
メインフレーム 

中央集権型 
情報管理 

ブックチェーン 
での情報公開 

市民による 
情報登録利用 

マッシュアップ型
新エコシステム 

ブロックチェーンの持つ可能性は、分散/集中（囲い込み）/分散への 
回帰現象としてのFinTechを超えた情報管理革命！ 

Web 
インターネット 

SNS 
インターネット 

P2P型情報 
インターネット 

 対応その１（イノベーションの本質の究明）〔例3ブロックチェーンテクノロジー〕                 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3JvRPZ0X4JVpl8A9uyDTwx.;_ylu=X3oDMTFvYWNmdTZvBHBhdHQDcmljaARwb3MDMwRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=13nj7i7a0/EXP=1434708276/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=twitter%E3%83%AD%E3%82%B4
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対応その１（産業構造の変化の本質の究明）〔例4印刷産業〕                  

https://www.jfpi.or.jp/topics/detail/id=151


●2004年 7兆2127億円 

 

●2014年 5兆5364億円 

 

⇒10年間で1兆7千億円の減少 

 

●印刷産業全体の市場規模 

 

出荷額にソフト・サービス、精密電子部品や産業資材等、他の製品分類の事業
分野を加算して推計 

 

●SMATRIX2020  

2010年の市場規模を約8兆円 ⇒ 2020年約7兆4千億円に縮小すると予測 

工業統計による印刷産業の出荷高 

＊大日本印刷のIT企業（日本ユニシス）への資本参加のような現象が続く？ 

⇒産業規模の縮小は、情報制作と情報伝達のデジタル化＝IT化が原因？ 



出典：ITプロマッチのWebサイトより 

日本のIT業界とは？ ⇒受託ソフト開発の多重下請け構造 



 世界のIT業界とは？  ⇒最終需要者へのプラットフォームの提供構造 
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Erik Stolterman 

  対応その１（産業構造の変化の本質の究明）〔例5 あらゆる産業〕                  



●「産業のデジタル化」（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の鍵を握るワイヤレス！ 

 
農林水産業⇒Connected Agriculture/Fisheries/Forestry over Wireless 

 

工場 ⇒ Wireless Factory 

 

運輸（自動車/鉄道/航空） ⇒Connected Car/Train/Airplane by Wireless 

 

建設  ⇒ Wireless Construction for Workers and Construction machines 

 

出版物・印刷物 ⇒ Wireless Media +Local Print 

 

金融（銀行/保険/証券）  ⇒  FinTech over Wireless  

●デジタルトランスフォーメーションの手段とは？ 

 

 IoT+Big Data+AI over Radio Wave!  
14 

⇒ Wireless AI Computing 

対応その２（具体策）〔「電波による産業のデジタル化」概念〕  
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１．認知化（COGNIFYING） 
あらゆるThings（モノ）が、AIを組込み”認知化（COGNIFYING）”。  
認知化されたモノは、ワイヤレス通信によって従来と全く違う動作によってAIとモノ

の垣根がなくなる。 

対応その２（具体策）〔電波による産業のデジタル化＝ Wireless AI Computing 〕  

２．流通化(FLOWING) 
あらゆるものがコピーされ、ネット上に”流通(FLOWING)”。 
コピーされたものは編集や共有が可能になり、オープン化。  

コンテンツそのものではなく、ワイヤレス通信によって、リアルタイムにどう編集し 
リアクションするかで価値が決定。 

３．画面化（SCREENING） 
あらゆる情報閲覧（読書、映画）などは、テクノロジーの窓を通じて、どこでもワイ
ヤレス通信によってハイパーリンクで繋がる。 

４. ACCESSING 
あらゆるものが、「所有」から「利用」に移行し、”アクセスする(ACCESSING)”ことが
本質になり、モノが非物質化＝サービス化することでユーザーと企業の関係は、よ
り継続的になる。 

５.SHARING 
アクセスされたあらゆるモノが、“共有(SHARING)”される。 
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対応その２（具体策）〔人材育成〕  

2016年6月10日に、経済産業省が「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査
結果を取りまとめました」これによると、IT人材（IT企業と、ユーザー企業の情報 
システム部門に所属する人材の合計）は現在91.9万人なのに対し、17.1万人が 
不足していると推計。人口減少に伴い、退職者が就職者を上回ることで19年から
先は減少に転じる一方、IT需要の拡大が見込まれるため、人材ギャップは悪化。
IT市場が高率で成長した場合、30年にはIT人材数が85.7万人なのに対し、不足
数は78.9万人に上ると予測。 
 
2015年段階でもIT技術者は17.1万人不足しており、内訳を見るとITベンダーで
126,300人、Web企業で5,700人、ユーザー企業で38,700人となっている。 
 
大手調査会社（ガートナー）による今後のIT投資の伸び率の平均値（1.0%）を最も

手堅い予測値として利用し、市場の伸び率として各年に適用した低位シナリオで
あっても、2020年には22万人程度、2030年には41万人程度の不足となっている。 

IT人材の不足を人数で表現したレポートその１ 
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（出典）McKinsey Global Institute「Big data: The next frontier for innovation, 
competition, and productivity」  

ビッグデータブームの平成26年度情報通信白書よりデータサイエンティストの不足を指摘 

IT人材の不足を人数で表現したレポートその２ 
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  企業のIT開発体制の変化を指摘レポートもある 

● 新事業・新サービスを開発、事業化していくに当たり、一般的なシステム開発 
 体制であるIT部門からIT企業への発注から、事業部門を中心としたIT企業への 
 発注や共同開発等への変化が起こっている。 
 
●ネット企業の台頭により、あらゆる部門からのクラウドサービス利用が進展 
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対応その２（具体策）〔人材育成＝人数ではなく「質」〕  

①IT人材の不足の本質は、人数の不足ではないため、対策可能 
 ⇒人数ではなく質を高める人材育成方針へ 

③「優秀」「できる」人材＝今流通している基準の中で測った評価 
 ⇒「面白い」人材＝通説やその依拠基盤を揺るがし覆す人材 

④僅か860万人の人口のイスラエルのベンチャー企業の発想 
 ⇒データサイエンティストの自動化（スキルをAIで実現） 

⑤NiCT/大学を起点としたオープンイノベーションによる人材育成 
 ⇒研究機関の社会貢献とは社会実験の担い手（「特区的役割」） 

②国際競争力：（過去）通信・半導体・家電・自動車（現在）自動車 
 ⇒真の産業国際競争力は何処から来るのか？ 



第3位 第3位 第1位 

自動車産業に見る真の日本の強みとは？ 

出典： Response.jp 実は、R&Dに強み！ 
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人口 
868万人 
（2017年5月 イスラエル中央統計局
（CBS）） 

面積 2万2,072km² 

首都 エルサレム（テルアビブ？） 

名目GDP（国内総生産） 2,994億米ドル（2015年推定値） 

一人当たりGDP（名目ドル） 35,743米ドル（2015年推定値） 

通貨 シェケル 

外貨準備高 905億7,500万米ドル（2015年） 

為替レート 
1シェケル＝30.956円 
 
（2017年末現在） 

（出所）為替レートを除き JETRO（為替レート＝ Bloomberg） 
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科学技術大国イスラエルを特徴づける８つのこと 
 
 

①ハイテク分野で世界の最先端を行く国のひとつで、通信、情報技術、 
 マイクロエレクトロニクス、航空宇宙、ナノテクノロジー、防衛・軍事、医療機器、 
 生命科学、化学、薬品、バイオ、農業科学、水科学（水の淡水化など）、 
 再生可能エネルギーなどの分野で、世界トップクラスの技術。 
 

②非常に優秀で勤勉、教育・研究熱心な国民性 
 

③政府主導の科学技術開発の促進政策が充実 
 

④研究開発投資（対GDP比）、科学者・技術者の割合（人口比）、 
  人口1人当たりの大学学位数、学術論文出版数は世界トップ。 
 

⑤教育・研究機関の質も世界トップクラス 
 

⑥ワイツマン科学研究所（自然科学の大学院大学）は技術移転によって得る 
 収入の額で世界第３位 
 

⑦イスラエル工科大学（Technion)（ノーベル賞受賞者を含む）多くの優秀な技術者 
 を輩出する世界トップクラスの工科大学としてランクされる。 
 

⑧WEF世界競争力報告では、イスラエルは「科学者とエンジニアの供給」で 
 世界1位、「技術の成熟度」で３位、「研究機関のクオリティー」で４位にランク。 
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●従来イスラエルは、サイバーセキュリティ、プロセッサー技術分野で世界のリーダ的 
地位を確立。コアテクノロジーにおいてイノベーションリーダ的ポジションに成長中
(IntelによるMobile Eye買収事例）特にAI、IoT, ロボット分野の推進が国策。 
●最近、質の高い起業家層、エンジニア人材供給能力、グローバル企業のR&D拠点、 
 VCがバランスよく撮れたイノベーションエコシステムを形成 

All rights reserved. © Global IoT Technology Ventures, Inc. 2016 30 

第２のシリコンバレーとしてエコシステム成熟 

グローバルでトップクラスの新たなデジタルテクノロジー
のイノベーションクラスターを形成中 

人工知能 自動運転技術 FinTech 

IoT/VR/Drone 

アナリテックス サイバー 
セキュリティ 

デジタルマーケティング ライフサイエンス 人口あたり最大の起業国家 
Highest startup/population 

Ration in the world 

なぜ、今イスラエルか？ 



31 Source : http://nocamels.com/ 

グローバルでインパクトをもたらす研究開発機能 

ハイテク、ライフサイエンス 
農業、食料、水など幅広い 
産業分野において 
世界トップレベルの 
研究開発型イノベーションを 
リード 



All rights reserved. © Global IoT Technology Ventures, Inc. 
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イスラエル テクニオン（イスラエル国立工科大学） 
イスラエルからの技術イノベーションの筆頭格 

主な領域：ライフサイエンス、サイバーセキュリティ、情報通信、AI, IoTなど 

• テクニオンは、世界トップレベルの研究開発型イノベーションをリード 
• アインシュタインとの縁をはじめ、ノーベル賞受賞者３名のホーム 
 世界のユダヤ人1500万人の頭脳として位置づけられており、米MITに並ぶ技術水準 
 
• 起業家精神旺盛であり卒業生の68.4%が起業、2014年までに累計1600社以上創業,  
約7千億円超資金調達。イスラエル企業計72社中の半数以上の42社をナスダックに上
場させる（時価総額 ２兆4千億円超。ライフサイエンス、クリーンテック、セキュリ
ティ、IT, インダストリーIoTなど 

スタートアップ成功事例(NASDAQ上場の一部を紹介） 

ネットワークプロセッサー 

ホログラム、AR Flashテクノロジー バッテリーテクノロジー 

All Flashアレイ 

ネットワーク関連技術 クラウドベースEnterprise 

移行支援ソフトウエア 

モバイル、ウエアラブル向け
映像分析エンジン 

Ethernet/Infiniband技術 

日本のVCとしては 
唯一提携関係を保有 

(2018.1現在） 
  

 
起業率の高さ 

#1 

 
世界トップレベルの 
科学と工学人材 

 



GiTV 特化型VCとしての特徴 
イスラエルと日本の橋渡し 

All rights reserved. © Global 
IoT Technology Ventures, Inc. 
2016 
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• アーリステージベンチャー出資 : 3件  (AI, IIoT) 

• 日本企業との事業開発パートナリング   : 3件進行中 

インダストリーIoTにフォーカスした 
日本企業との橋渡し特化型VCとして、現地に根ざした活動を展開中 

イスラエル 
現地法人 

2017年度開所 

AI IoT 

インダストリー 
Deep Tech 

製品IoT開発 
プラットフォーム 

AIと信号処理による 
データサイエンティスト 
業務革新 

デジタルスキンセンサ 

  （株）グローバルIoTテクノロジーベンチャーズ 
   主要株主：ブロードバンドタワー、ラック 
       代表者：安達俊久（前伊藤忠ﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ社長） 



All rights reserved. © Global IoT Technology 
Ventures, Inc. 2016 
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イスラエルのイノベーションスカウト例 
テクニオン発研究開発知財の事業化ベンチャー 

ナノテク新素材によるフレキシブルセンサー技術をベースにしたIoT&AIベンチャー 

 
ナノテクインク技術による人の皮膚レベルのセンシング機能をプリント可能な新規技術として製品化 
幅広い用途へ応用の可能性が見込まれ、ウエアラブル、ロボット、ヘルスケアモニタリングなど先行市場とする 
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 電波によってインターネットの４つの本質が確立【まとめ】 

●テクノロジー ： 
 
 
●メディア            : 
 
 
●デモクラシー ： 
 
 
 
●ディプロマシー： 

TCP/IP、Web、Block Chain、Connected-AI  
⇒シンギュラリティへ向けて研究開発を！ 

通信（電話）、放送（TV）、新聞、出版 
⇒エンドIPネットワーク＋デジタル・コンテンツ 

民主主義のツール：固定電話世論調査や従来型の
放送番組の視聴率調査とは異なる「民意」測定手法 

外交の重要テーマ＝インターネット・ガバナンス 
インターネット運営上 必要なルール作りや仕組み・ 
実施体制など従来の米国商務省傘下から移行 



 

ご清聴ありがとうございました！ 
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